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小学校第３学年から高校までの全ての児童生徒が一貫して，地理・歴史・公民に関する内容を
必ず学習するカリキュラム体制が復活することとなる。

小学校社会科  中学校で学ぶ内容との関連を考慮して，「地理的環境と人々の生活」，「歴史と
人々の生活」，「現代社会の仕組みや働きと人々の生活」に区分された。

中学校社会科  「地理」「歴史」「公民」の各分野制は変わらず。ただし，下表に示す高校の新科目
への接続を見据えた改訂が施されている。

高校地理歴史科・公民科  以下のように変更される。
①「地理総合」，「歴史総合」，「公共」の三科目が必履修となる。
②�地理歴史科では，Ａ科目➡総合（「地理総合」，「歴史総合」），�  

Ｂ科目➡探究（「地理探究」，「日本史探究」，「世界史探究」）となる。
③公民科では，「現代社会」にかわり「公共」が新設される。

【社会科】小中高のつながりイメージ 学習内容の改善点（抜粋） ●主権者教育の充実　■防災教育の充実　▲海洋や国土教育の充実　
▼グローバル化等への対応　★伝統や文化に関する学習の充実

地　　　　　理 歴　　　　　史 公　　　　　民

高
校

中
学
校

主な単元（抜粋）
◆日本の諸地域
◆日本の地域的特色と地域区分
◆世界の諸地域
◆世界各地の人々の生活と環境
◆地域構成（世界・日本）

主な単元（抜粋）
◆現代の日本と世界
◆近代の日本と世界
◆近世の日本
◆中世の日本
◆私たちと歴史

主な単元（抜粋）
◆世界平和と人類の福祉の増大
◆民主政治と政治参加
◆市場の働きと経済
◆私たちが生きる現代社会と文化の特色

小
学
校

各学年の単元
◆我が国の国土の自然環境と国民生活との関わり（５年生）
◆我が国の国土の様子と国民生活（５年生）
◆県内の特色ある地域の様子（４年生）
◆都道府県の様子（４年生）
◆身近な地域や市区町村の様子（３年生）
◇地図帳の第３学年からの配布

各学年の単元
◆我が国の歴史上の主　　 な事象（６年生）
◆県内の伝統や文化，　　　先人の働き（４年生）
◆市の様子の移り変わ　　 り（３年生）

主な単元（抜粋）
◆グローバル化する世界と日本の役割（６年生）
◆我が国の政治の働き（６年生）
◆我が国の産業と情報との関わり（５年生）
◆我が国の国土の自然環境と国民生活との関わり（５年生）
◆自然災害から人々を守る活動（４年生）
◆人々の健康や生活環境を支える事業（４年生）
◆地域に見られる生産や販売の仕事（３年生）

※小学校学習指導要領に関しては，p.6-７に内容構成の新旧比較や地図帳活用時の主なポイントを示しています。

【社会科】小中高のつながり〜小中を軸に〜

地理探究（選択）

地理総合（必修）

地理的分野 歴史的分野

地理的環境と
人々の生活

歴史と
人々の生活

日本史探究（選択）

歴史総合（必修）

世界史探究（選択） 政治経済（選択）

公共（必修）

倫理（選択）
中学校での充実した地誌学習により
獲得した知識等を活用し，国内外の
諸課題等を主題的に扱う。 歴史総合では18世紀以降の近現

代史を主に学習する。そのため，
ギリシャ・ローマやモンゴル帝国
などの前近代の内容は中学校で学
習する。

授業時数の変更
120→115時間

授業時数の変更
130→135時間

●�日本の男女普通選挙の
確立を取り扱う

★�琉球の文化，アイヌの文化
に関する学習の充実

★�県内の主な文化財や年
中行事の大まかな理解

●�市区町村による公共施設の
整備や租税の役割に触れる

●▼�少子高齢化，
国際化につい
て触れる

授業時数100時間
（増減なし）

■防災教育の重視

▼�グローバル化等への
対応として小学校第
３学年から地図帳を
使用

▲�海洋に囲まれた多数の島から
なる我が国の国土理解の充実

▼�グローバル化への対応
として地球的課題を 
主題的に展開

■�災害時における防災情報の発信・活用

●�政治学習が第６学年
で先習となった

▼�ビッグデータの活用
に関わる学習

■�都道府県や自衛隊，
国の機関による災
害対応に着目

18歳 選 挙 権 を
踏まえ，その前
段階となる小学
校・中学校の公
民学習の過程に
おいて主権者教
育が充実した。

公民的分野

現代社会の仕組みや働きと人々の生活
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新学習指導要領
年次進行で実施

新学習指導要領 
移行期間 新学習指導要領

全面実施

新学習指導要領
移行期間

新学習指導要領
移行期間

新学習指導要領
全面実施

本格実施
運
用
開
始

試
行
調
査
実
施

実
施
大
綱
の

策
定・公
表

教科書
検定 採択 使用

開始

教科書
検定 採択 使用

開始

教科書
検定 採択 使用

開始

実施
2021年1月実施開始

2024年～新学習指導要領に対応（ （
2018
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度
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　新学習指導要領では，高校で地理が必履修科目（地理総合）となり，「地理空間情報リテラシー※」の
向上，グローバル化への対応などが求められるようになりました。
　また，新学習指導要領では，これまで以上に小学校・中学校・高校のつながりが重視され，高校
での地理情報リテラシーを高める一環として，小学校での地図帳活用もさらに促されるようになり
ました。その流れのなかで，小学校第３学年からの地図帳使用が決定し，一層の地図帳活用が求め
られるようになりました。
　地理と地図帳を重視する潮流には，次のような背景があります。平成６年度以降，高校の地理歴
史科において，「世界史」が必修科目と位置づけられ，「地理」と「日本史」はどちらかを履修する選択
必修科目となりました。これは，「日本史」を選択した場合，高校では「地理」を学習する機会がなく
なることを意味しています。「地理」を選択した履修者は全体の約５割にとどまり，地理教育の機会
が減少していくこととなりました。
　その結果，地理的分野が担っていた地理空間情報リテラシーの低下が顕在化することとなりまし
た。その一方で，世界とのつながりが重要となるにつれ，グローバル化への対応の必要性も高まっ
ていきました。
　なお，新学習指導要領のもとでは，小学校第３学年から外国語活動の時間も設定されることから，
小学校の社会科だけなく，外国語活動や他教科等での地図帳の活用も期待されています。

※地理空間情報リテラシー：地理的な空間認識や，地理に関する情報を活用する力

小学校での地図活用が重要なのですか？

• �高校の地理歴史科で「地理」が選択必修科目となり，地理履修者が減少

•基礎的な地理的知識や地理空間情報リテラシーの低下
•グローバル化への対応の必要性

•新学習指導要領での高校地理の必修化（地理総合）
•小学校第３学年からの地図帳配布・活用

小学校での地図活用が，より重要に！

地理教育の機会の減少 地理教育不足への危機感

地理教育の重要性の再認識

なぜ小中高の新学習指導要領に関する
スケジュール　
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【社会科】小学校学習指導要領 新旧対照表

第３学年

第３・４学年 第３学年

第４学年

第４学年

第５学年

第５学年 第５学年

第６学年

第６学年 第６学年

※小学校学習指導要領解説社会編「第２章第２節」の内容構成における新旧比較です。

【第３学年〜第６学年】地名表記の確認等，外国語活動等でも活用できる。

◦�自分たちの市区町村について，方位や，主な
地図の記号を使って白地図などにまとめる。

◦�国内の他地域や外国との関わりでは，販売に
おける商品の仕入れ先を調べる際，都道府県
や国の名称と位置を調べたり，我が国や外国
の国旗を確認したりする。

◦�47都道府県の名称と位置を理解する。
◦�自分たちの県の地形や主な産業，交通網の様

子など県の地理的環境の概要を理解する。
◦�自分たちの県について，伝統的な技術を生か

した地場産業が盛んな地域を確認する。
◦�国際交流に取り組んでいる地域では，姉妹都

市提携先などを確認する。

◦�世界の大陸と主な海洋，主な国の位置や世界
の中における我が国の国土の位置，国土の構
成，領土の範囲などを大まかに理解する。

◦�我が国の国土の地形や気候の概要を理解する。
◦�農業や水産業，工業や貿易，運輸など，地図

帳内の統計や資料をもとに調べ，まとめる。

◦�我が国の立法，行政，司法の中心を担う機関
が集まる地域を確認する。

◦�地図帳内の主な歴史地名や史跡などの位置を
確認する。

◦�遺跡や文化財などを地図や年表で調べ，まと
める。

内容の区分 ❶地理的環境と人々の生活　❷歴史と人々の生活　❸現代社会の仕組みや働きと人々の生活

（１）身近な地域や市区町村 （１）我が国の国土の自然などの様子

（２）我が国の農業や水産業

（３）我が国の工業生産

（４）�我が国の情報産業や情報化
した社会の様子

（１）我が国の歴史上の主な事象

（２）我が国の政治の働き

（３）世界の中の日本の役割

（１）身近な地域や市区町村の様子�❶ （１）我が国の国土の様子と国民生活�❶

（２）�我が国の農業や水産業に�
おける食料生産� ❸

（３）我が国の工業生産� ❸

（４）我が国の産業と情報との関わり�❸

（５）�我が国の国土の自然環境と�  
国民生活との関わり ❶及び❸

（１）我が国の政治の働き� ❸

（２）我が国の歴史上の主な事象�❷

（３）�グローバル化する世界と�
日本の役割� ❸

　現行（４）のうち第３学
年で「火災や事故の防止」
を，第４学年で「自然災害
から人々を守る活動」を取
り上げる。

　第４学年（１）で「県の地
理的環境の概要」，「47都
道府県の名称と位置」を取
り上げる。

　現行（５）イ「文化財・年
中行事」，ウ「地域の発展
に尽くした先人」は，第４
学年（４）アイに移行。

　現行（５）ア「古くから残
る暮らしにかかわる道具
…」は，第３学年（４）イに
移行。

　現行（６）は，第４学年
の（１）と（５）に移行。

※�都道府県の名称に用い
る漢字は，国語科にお
いて第４学年までに指
導する。

　現行の第５学年（１）の
うちウ「公害から国民の健
康や生活環境を守る…」，
エ「国土の保全などのため
の森林資源の働き及び自
然災害の防止」は，第５学
年（５）ア（イ）（ウ）に移行。

　第５学年の自然災害は，
「国土の自然災害」を扱い，
「自然条件との関連」を考
えるのに対し，第４学年
では「県内の自然災害」を
扱い，「関係機関や人々が
様々な協力をして対処し
てきた」ことを取り上げる。

　第６学年では，歴史先
習から政治先習に変更。
また，指導要領上での並
びの中で「日本国憲法」→

「政治の働き」の順となっ
た。

（２）�地域に見られる生産や販売の仕事�❸

（３）地域の安全を守る働き� ❸

（４）市の様子の移り変わり� ❷

（４）�県内の伝統や文化，先人の働き�❷

（５）県内の特色ある地域の様子�❶

（２）�人々の健康や生活環境を�  
支える事業� ❸

（３）自然災害から人々を守る活動�❸

（１）都道府県の様子� ❶

（２）地域の人々の生産や販売

（３）�地域の人々の生活にとって
必要な飲料水，電気，ガス
の確保や廃棄物の処理

（４）�地域社会における災害及び
事故の防止

（５）地域の人々の生活

（６）県（都，道，府）の様子

内容の主な変更点 内容の主な変更点　　学習指導要領現行 　　学習指導要領現行　　学習指導要領新 　　学習指導要領新

地図帳活用時の主なポイント



教授用資料　地図帳 指導の手引き

～小学校第 5 学年・第 6 学年　社会科各単元での地図帳活用事例～

地図帳活用の手だて地図帳活用の手だて地図帳活用の手だて
平成 2 7 年度以降版

自動車はどこで
つくられているのかな？

江戸時代の
まちなみはどう

なっていたのかな？

日本はどこの国と
つながりが深いのかな？

高原野菜は
どうやって
出荷されていくのかな？

　　　　まちがい探
さが

しゲーム

　
下
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ち
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ず

にはまちがいが 6個
こ
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　地
ち

図
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帳
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の 27 ～ 28，29 ～ 30 ページを見
み

て，探
さが

しながらやってみよう。

　

地図帳で
わくわくワークシート

名前問
もん

題
だい

近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

年　　　　　組　　　　　番

『楽しく学ぶ小学生の地図帳』p.27～28①「近畿地方」，p.29～30①「大阪府とそのまわり」

2018年 5 月作成
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新学習指導要領
改訂ポイント解説資料

～地図帳とともに「社会的な見方・考え方」を
自在に働かせる授業を目指して～

広島大学准教授　永田 忠道

日本の歩み
と世界の動

き
歴史
中学生の社会科46 帝国

 歴史ー732　　
文部科学

省検定済
教科書　

　

中 学 校 社 会 科 用
中 学 校 社 会 科 用

4・5・6年
　帝国書院 編集部編

4・5・6年
　帝国書院 編集部編

文部科学
省検定済

教科書

小 学 校 社 会 科 用

46

帝国
地図－432

新学習指導要領全体の改訂ポイント   ２

小学校社会科の改訂ポイント   ３

中学校地理的分野の改訂ポイント   ４

中学校歴史的分野の改訂ポイント   ５

中学校公民的分野の改訂ポイント   ６

小中高の接続に関して   ７

教授用資料

◎新学習指導要領のポイント
　　新学習指導要領全体の改訂のポイント …… p.1

　　新課程 科目紹介 ……………………………… p.7
◎現行教科書のご紹介　 ………………………… p.13

広島大学准教授　永田 忠道

新課程
ポイント解説

公 民 科
地 理 歴 史 科

公共って？

歴史総合って？

地理総合って
どんな科目？

現行課程から
どのように
変わるの？

内容解説資料

〜基礎知識の習得のために〜

教授用
資料

小学校 こどもと地図 2016年度３学期号 特別付録
中学校 社会科のしおり 2016年度３学期号 特別付録

地図帳活用ワークシート
対応教科書：中学校社会科地図，楽しく学ぶ 小学生の地図帳

帝国書院の地図活用サポート体制

小学校第３学年の「市の学習」に対応
したオーダーメイドの地図！

【有償提供物：作成にご関心のある場合はこちら】❶ 地域版地図
表 裏

現在の横浜市港北区 昭和20年代の横浜市港北区※�市区町村の教育委員会などからの委嘱を受けて，帝国書院が有償にて作成いたします。

比較
自分たちの市区町村の様子がわかります。新学習指導
要領の「身近な地域や市区町村の様子」や「市の様子の
移り変わり」に対応した内容で作成することも可能です。

小学校第４・５・６学年の
地図指導法を解説！

【無償：内容をご覧になりたい場合はこちら】 【無償：内容をご覧になりたい場合はこちら（登録無料）】

❸ 地図帳活用ワークシート ❹ 指導者専用サイト

❷ 地図帳指導の手引き

【�

】

無
償
：
内
容
を
ご
覧
に
な

り
た
い
場
合
は
こ
ち
ら

【�

】

無
償
：
内
容
を
ご
覧
に
な

り
た
い
場
合
は
こ
ち
ら

第４学年用に「地図帳活用はじめの
一歩」，第５・６学年用に「地図帳
活用の手だて」の２種類を用意！

授業や自習にすぐ使
えるワークシートを
用意！国名や都道府
県名学習等に最適！

「すごろく」や「まちが
い探し」など，地図を
使用した楽しいゲーム
やワークを多数収録！

【無償：内容をご覧になりたい場合はこちら】

◎新学習指導要領について
社会科を中心に，小学校・中学校・高校での
改訂ポイントをわかりやすく解説！
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